
ALSと嚥下障害 

球麻痺より発症するALSは、四肢麻痺で発症するALS 
 よりも生存期間が有意に短い。 
 
 
初発部位に関わらず、球麻痺を有する患者は 
 生存期間が短い。 
 
 
上位および下位運動ニューロンの障害に関連して、 
 多彩な球麻痺症状を呈する。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ALSと嚥下障害の関連性に着目してみますと、
球麻痺より発症するALSは、四肢麻痺で発症するALSよりも生存期間が有意に短い。
初発部位に関わらず、球麻痺を有する患者は生存期間が短い。
上位および下位運動ニューロンの障害の程度に関連して、多彩な球麻痺症状を呈する、と報告されております。
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